
やまぐち頑張る企業
応援プロジェクト
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やまぐち頑張る企業応援プロジェクト
県内企業のニーズの高い「人材育成」、「販路拡大」の中から以下の３つの事業を
実施
すべての事業を概ね2年を1スパンとして実施
（令和元年度から令和3年度：前期、令和4年度から令和5年度：後期）
各スパン内で計画・支援・評価・見直し・ブラッシュアップを行う
※また、令和3年度にはＢ事業に取り組み、事業全体の振り返りと後期事業に向けた
ブラッシュアップを行う

実施事業
➢ 高度人材育成事業
➢ グローバル産業人材育成事業
➢ 売上拡大事業



実施事業の概要

人材育成事業

成果及び目標

企業の産業人材育成と売り上げ拡大
を図り、地域経済と社会へ大きな貢
献ができる企業の育成を目指す

◇事業参画企業の目標
（ア）売上高

・・・2年間で10%増
（イ）一人当たりの付加価値額

・・・2年間で6%増
（ウ）人材が育った人数

・・・1人以上／社

◇財団の事業実施目標
（ア）ＣＳ

・・・80%以上の満足度
（イ）事業費の執行

・・・予算の100%消化

Ｐｏｉｎｔ
◎全ての事業 概ね2年を1スパンで実施

【前期：令和元年度～令和3年度】、【後期：令和4年度～令和5年
度】

※2年間でＰＤＣＡを廻す
◎企業ニーズの高い「人材育成」と「販路拡大」をメインに事
業実施

◎全体事業の振り返りと後期に向けたブラッシュアップを図る
ため、前期・後期の中間年にＢ事業を実施

やまぐち頑張る企業応援プロジェクト

販路拡大事業



実施事業
i. 高度人材育成事業

ii. グローバル産業人材育成事業

iii. 売上拡大事業



ⅰ高度人材育成事業

企業内の高度人材を
育成し、新規取引先

の開拓を
目指す

背 景：
中小企業では人手不足が常態化
生産性向上を図るには、ビッグデータ等の活
用や社内データの分析、利用は有益

データを活用して事業アイデア、経営戦略の
創出と検証ができる実践的な人材の育成が必
要

■研修（経営層と実務担当者をセット）

委託研修で定着度を確認して実施

■実践
先行先視察による振り返り

CD等による
ハンズオン
支援

前期R1-3

ステップアップ
後期R4-5

県内中小企業

データの活用による実践的な
高度人材の育成（活用）を

目指す企業

事業内容ブラッシュUP

山口県

■研修（経営層と実務担当者をセット）

委託研修で定着度を確認して実施

■実践
先行先視察による振り返り



ⅱグローバル産業人材育成事業

海外展開を担える
人材育成を促進し

売上拡大を

目指す

背 景：
少子高齢化や人口減少により、国内・県内市
場が縮小している中、新たな市場として海外
展開が必要不可欠

県内中小企業の多くは、海外展開業務を担え
る人材が不足
※海外展示会出展後のフォローが出来ない!!

■座学
セミナー

語学・現地商習慣などの
専門知識・ノウハウ

■実践
現地*市場調査
商談・展示会

*企業の目指す国

CD等による
ハンズオン
支援

前期R1-3

ステップアップ
後期R4-5

■座学
セミナー

通関・契約などの
更に専門的な知識・ノウハウ

■実践
現地*市場調査
商談・展示会

*企業の目指す国

県内中小企業

海外展開を目指す企業
※海外展開実務担当者

事業内容ブラッシュUP

山口県



ⅲ売上拡大事業

背 景：
県内中小企業の開発商品は素材や技術を生かし高評価を受ける
ものの、目指す市場とのミスマッチ

首都圏等の流通業・消費者の欲しい商品になってない!!

■目利会
企業・製品選定

■リサーチ
現地*市場調査

*企業の目指す店舗

CD等による
ハンズオン
支援

前期R1-3

ステップアップ
後期R4-5

■改良・助言・テスト販売
売場バイヤー等

現場目線でのアドバイス
※助成金

■実践
現地販売

山口フェア開催等

県内中小企業

首都圏等へ販路をもとめ、
売上拡大を目指す企業

事業内容ブラッシュUP

山口県

連携

売れる商品・製品に
変身!!させ

売上拡大を

目指す

目 的：
売場バイヤー・プロデューサーによる現場目線から
のアドバイスにより製品の改良

知財総合
支援窓口


